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（
年
少
部

）
１
８
：
３
０
～

２
０
：
１
５

　
練
習
の
取
り
組
み

、
１
ヶ
月
に
１
度
乱
取
り
日
を
決

め
実
施

。
会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す

。
会
員
数
を
増

や
す
た
め
に

、
今
我
々
は
何
を
す
べ
き
か
考
え
よ
う

。

　
必
ず

、
結
果
が
あ
れ
ば
原
因
が
あ
る
は
ず

、
自
分
の

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
妥
当
性
の
証
明
に
も
な
る

の
で
は

。

　
頑
張
ろ
う
!

上
野
小
学
校
盆
踊
り
・
警
備

（
８
月
２
５
日

）

上
野
小
学
校
に
お
い
て
の

、
盆
踊
り
が
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

。

上
野
小
コ
ミ
ニ

ュ
テ
ィ
に
所
属
・
活
動
し
て
い
る
当
団
体
は

、
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
発
足
以
来

、
警
備
等
行

っ
て
い
ま
す

。

地
域
貢
献
が
大
切
な
使
命
で
す

。
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
含
め
積
極
的
に
参
加
し
て
行
き
ま
し
ょ
う

。

　
当
団
体
警
備
参
加
者

　
瀧
井
会
長
・
斉
藤
師
範
・
高
橋
さ
ん

、
忙
し
い
中

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
苦
労
様
で
し
た

。

偲
ぶ
会
活
動
状
況

発
起
日
　
平
成
１
４
年
２
月
１
０
日

　
形
骸
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る

、
こ
こ
２
～

３
年
原
点

　
を
考
え
て
い
く
べ
き
時
が
き
た
よ
う
な
気
が
す
る

。

　
会
費
の
徴
収
支
払
に
つ
い
て
は

、
滞
り
な
く
事
務
局

　
長

、
書
記
委
員
長
と
確
認
の
上

、
と
り
お
こ
な

っ
て

　
お
り
ま
す

。

書
記
委
員
長

　
六
月
関
東
地
方
も
梅
雨
入
り
を
し
ま
し
た

。
雷
が
全
域
を
包
む
よ

う
に
轟
く

、
そ
し
て
激
し
い
雨

、
故
秋
月
正
行
先
生
の
墓
前
に
今
年

も
手
を
合
わ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た

。
こ
の
日
と
決
め
た
ら
天
候
等

気
に
せ
ず
挙
行

、
着
く
頃
に
は
不
思
議
と
止
ま

っ
て
い
た

。
　
さ
さ

や
か
な
が
ら

、
執
り
行
な
え
た
事
に

、
今
年
も
上
半
期
を
乗
り
越
え

た
と
い
う
安
堵
を
感
じ
ま
し
た

。

本
部
　
上
野
道
場
一
般
の
部
・
二
級
審
査

（
７
月
９
日

）

審
査
員
　
長
島
師
範
・
片
倉
師
範

審
査
申
請
者
　
高
橋
伸
介
　
大
関
浩
一

　
練
習
の
成
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
た

。
社
会
人
に
な
る
と

、
時
間
の

や
り
く
り
が
大
変

、
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
年
代
の
人
達
に
は

。

　
護
身
武
道
は

、
明
日
の
自
分
に

、
誇
り
と
気
高
さ
を
身
に
つ
け
る
事
が

出
来
る
唯
一
の
も
の
と
知
る
で
し
ょ
う

。

　
今
回
は

、
４
０
歳

代
の
二
人

、
日
頃
の

運
動
不
足
に
と
始
め

た
の
で
し
ょ
う
が

、

黒
帯
に

、
一
歩
一
歩

と
近
づ
く
に
従

っ
て

厳
し
さ
を
感
じ
始
め

て
い
る
よ
う
で
す

。

境
町
鹿
島
に
て
練
習
会
開
催

場
所
　
猿
島
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
茨
城
県
猿
島
郡
境
町
大
字
長
井
戸

）

　
夏
期
特
別
高
段
者
審
査
該
当
者
２
名

（
青
木
師
範
平
戸
師
範

）

日
頃
の
練
習
不
足
を
克
服
す
る
た
め
自
主
的
に
実
施

。

　
燃
え
る
情
熱
が
一
杯

、
ジ
レ
ン
マ
の
中

、

「
継
続
は
力
な
り

」
を

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

、
日
々
努
力

、
そ
の
時
期
が
来
る
と
き
の
た
め

に
今
は
や
る
だ
け
!

「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い

」

練
習
不
足
で
あ
り
な
が
ら

、
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
が
あ
る

。

　
八
月
五
日
高
段
者
審
査
に
お
い
て
合
格
認
可
さ
れ
た

　
草
加
教
室
開
設

（
７
月
１
日
よ
り

）

　
場
所
　
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
新
田
西
公
民
館

　
　
毎
週
日
曜
日
　
９
：
０
０
～

１
１
：
０
０

　
　
指
導
　
大
村
師
範
　
片
倉
師
範

　
大
村
広
報
委
員
長
に
よ
れ
ば

、
積
極
的
な
宣
伝

、
広
報
活
動
を

行
い

、
練
習
生
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た

。

（
ど

の
地
域
教
室
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
す
が

、
知

っ
て
も
ら
う
こ

と
が
ど
れ
だ
け
出
来
る
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

）

　
二
人
で
技
の
研
究
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る

。

　
極
め
技

、
各
種
型
に
つ
い
て
は

、
既
に
審
査
科
目
に
取
り
入
れ
審

査
を
行

っ
て
い
る

。

審
査
委
員
長
　
片
倉
先
生

　
更
な
る

、
科
目
内
容
の
充
実
に
向
け
て
研
究
し

、
審
査
委
員
長
と

し
て

、
技
能
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

。

広
報
委
員
長
　
大
村
先
生

　
団
体
の
普
及
発
展
に
向
け
て

、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。
し
か

し

、
結
果
は
つ
い
て
こ
な
い
の
が
現
実
で
す

。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
の

配
布
等

、
こ
れ
か
ら
も
各
理
事
に
声
か
け
て

、
宣
伝
活
動
を
行
い
ま

す

。

　
協
力
・
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
・

行
事

　

五
月
二
十
日
　
研
修
会
・
定
例
理
事
会

　
七
月
　
一
日
　
草
加
教
室
開
設

　
八
月
　
四
日
　
夏
期
合
宿

　
　
　
　
五
日
　
夏
期
合
宿
・
高
段
者
審
査

　
　
　
　
　
　
　
定
例
理
事
会

　
九
月
　
二
日
　
松
戸
教
室
開
設

　
九
月
二
三
日
　
空
手
道
選
手
権
大
会
参
戦

　
　
　
　
　
　
　
定
例
理
事
会

行
事
予
定

　
　
　
十
　
月

　
　
　
十
一
月
　
研
修
会
・
定
例
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

（
三
鷹
支
部
に
て
開
催

）

　
　
　
十
二
月
　
忘
年
会

　
　
　
　
　
　
　
納
会

　
　
　
一
　
月
　
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
・
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

（
草
加
支
部
に
て
開
催

）

　
平
成
二
十
年

　
　
　
二
　
月
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
報
告
書
作
成

　
　
　
三
　
月
　
１
９
年
度
報
告
書
作
成

笠
置
三
鷹
道
場

場
所
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５

　
合
宿
に

、
高
校
生
２
名

、
中

学
生
１
名

、
小
学
生
２
名
が
参

加
し
た

。
夜
の
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

以
降
の
楽
し
み
が
な
か

っ
た
の

で

、
若
者
達
に
は
も
の
足
り
な

っ
か
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
！

　
新
会
員
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す

。
笠
置

先
生
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す

。
前
向
き
で
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
は
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

　
第
５
６
回
台
東
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に

、
笠
置
先
生
を
含
め
参
戦
す
る

。
前
々
回
の

５
４
回
大
会
で
は

、
先
生
自
ら
ベ
ス
ト
８
に
入
り

、
他
武
道
に
も
通

じ
る
証
明
を
し
た

。
結
果
を
残
す
事
が

、
全
て
で
は
な
い
が

、
我
が

武
道
の
正
当
性
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
も
大
切
な
師
範
の
仕
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
か

。

　
困
難
な
事
柄
も

、
人
柄
と
積
極
性
で
克
服
し
て
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す

。
難
し
い
年
代
で
あ
る
生
徒
を
ま
と
め

、
今
日
ま
で
指
導
し
て

き
た
こ
と
は
当
団
体
と
し
て
評
価
に
値
す
る
も
の
で
す

。

近
況
報
告

（
八
月
二
六
日

）

　
楽
し
い
合
宿
も
終
わ
り

、
夏
休
み
が
過
ぎ
る
と

、
生
徒
達
の
体
が

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な

っ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す

。

　
道
場
内
は
常
に

、
年
上
は
年
下
の
面
倒
を
み
る
こ
と
を
重
要
視
し

て
い
ま
す
が

、
上
級
の
高
校
生
ト
リ
オ

（
竹
下

、
植
田

、
大
塚
兄

）

が
積
極
的
な
の
で
盛
り
上
が
り
ま
す

。
　
彼
ら
の
ハ
ー

ト
が
深
い
か

ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
で

、
い
つ
も
気
に
か
け
る
心
遣
い

、
良
い
事
も

悪
い
事
も

、
下
級
に
伝
わ

っ
て
行
き
ま
す

。

　
各
々
が
尊
重
し
合
う
か
ら
こ
そ

、
話
し
合
え
た
り

、
分
か
り
合
え

た
り
出
来
る
も
の

、
私
が
望
ん
で
い
る
の
は
格
別
あ
い
さ
つ
が
良
く

出
来
る
と
か

、
技
が
上
手
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

（
耐
え
間
無

く

）
絶
え
間
な
く
希
望
を
持

っ
て
生
き
る
事

、
誰
も
が
持

っ
て
い
る

心
が
温
ま

っ
た
ま
ま
成
長
し
て
い
く
事
で
す

。

　
　
松
戸
五
香
教
室

　
　
場
所
　
　
　
松
戸
市
五
香
西

　
　
　
日
時
　
　
　
日
曜
日
　
１
６
：
０
０
～

１
８
：
０
０

　
　
　
指
導
師
範
　
及
川
師
範

　
当
初
は

、
要
望
が
あ
り

、
そ
れ
に
答
え
る
か
た
ち
で
の
開
設
で

、

子
供
の
み
の
指
導
に
な
る
と
思
い
ま
す

、
護
身
武
道
の
精
神
を
伝
え

る
努
力
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

。
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り

、
自
分
自

信
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
繋
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す

。
師
範
と
し
て
の

見
識
を
高
め
る
た
め

、
指
導
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま

す

。
研
鑽

、
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
邁
進
し
て
い
き
た
い

。

　
明
日
の
担
い
手
を

、
私
の
手
で
指
導
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
学
ん

で
き
た
こ
と
の
へ
の
証
に
な
る
と
思
い
ま
す

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
理
事
会

平
成
十
九
年
度
第
一
回
理
事
会

　
五
月
二
十
日

（
日
曜
日

）
１
９
；
０
０
～

２
２
：
０
０

場
所
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
３
Ｆ
会
議
室

審
議
事
項

一
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
件

二
　
夏
期
合
宿
の
最
終
決
議
の
件

平
成
十
九
年
度
第
二
回
理
事
会

　
八
月
五
日

（
日
曜
日

）
１
５
：
４
０
～

１
８
：
４
０

場
所
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
１
Ｆ
会
議
室

審
議
事
項

一
　
科
目
の
改
正
確
認
の
件

二
　
今
後
の
研
修
会
の
あ
り
方
関
す
る
確
認
の
件

平
成
十
九
年
度
第
三
回
理
事
会

　
九
月
二
三
日

（
日
曜
日

）
１
５
：
３
０
～

１
８
：
３
０

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
丁
目

　
　
　
台
東
区
立
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
室

審
議
事
項

一
　
研
修
会
開
催
場
所
確
認
に
関
す
る
件

二
　
行
事
実
行
に
伴
う
役
割
確
認
の
件

三
　
広
報
活
動
に
関
す
る
指
示
確
認
の
件

四
　
そ
の
他
確
認
に
関
す
る
件

　

（
各
委
員
長
の
報
告

、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
件

、
会
計

　
　
収
支
報
告

、
そ
の
他
の
報
告

）

平
成
十
九
年
度
第
四
回
理
事
会

　
十
一
月
十
八
日

（
日
曜
日

）
１
５
：
３
０
～

１
８
：
３
０

場
所
　
三
鷹
市

審
議
事
項

一
　
支
部
拡
大
に
伴
う
役
員
の
役
割
確
認
の
件

二
　
行
事
実
行
に
伴
う
役
割
確
認
の
件

三
　
各
委
員
長
中
間
報
告
確
認
の
件

四
　
そ
の
他
懸
案
事
項
確
認
の
件

真
土
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
舘
長

場
所
　
　
　
常
磐
線
三
河
島
駅
か
ら
３
分

　
　
　
　
　
旧
真
土
小
学
校
３
Ｆ
体
育
館

日
時
　
　
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

指
導
師
範
　
及
川
師
範
　
中
武
師
範

　
開
設
か
ら

、
早
い
も
の
で
５
年
が
経
過
し
ま
し
た

。

　
こ
の
間

、
指
導
者
の
良
き
練
習
場
所
と
し
て
の
位
置
を
脱
し
き
れ
ず
に

今
日
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た

。

　
立
地
条
件
が

、
最
良
に
も
関
わ
ら
ず

、
門
下
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

　
こ
れ
は

、
ひ
と
え
に
怠
慢
以
外
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す

　
知
ら
し
め
る
た
め
の
努
力
は
怠

っ
た
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

報
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。
し
か
し

、
今
期
５
月
８
日
に

、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
武
道
連
盟
の
認
証
後

、
そ
の
表
示
を
入
れ
宣
伝
パ
ネ

ル
を
掲
出
し
た
と
こ
ろ

、
７
月
ま
で
に
６
名
の
見
学
者
が
来
て
い
ま
す

。

笠
置
世
田
谷
道
場

場
所
 
　
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９

　
　
　
　
　
　
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

日
時
　
　
　
日
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

指
導
師
範
　
笠
置
師
範

開
設
以
降
パ
フ
レ

ッ
ト
配
布

、
宣
伝
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が

、
１
名
の
練
習
生
の
み
で
す

。
多
く
の
生
徒
が
い
る
こ
と
が
良
し
と
は

思

っ
て
い
ま
せ
ん
が

、
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
盛
り
で
す

。

ま
だ
ま
だ
若
い
と
思

っ
て
い
て
も

、
後
継
者
と
な
る
べ
き
人
を
育
て
て
行

く
た
め
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す

。

　
護
身
武
道
の
道

、
そ
れ
は
哲
学
に
他
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。
そ
れ
を

大
切
に

、
広
め
る
苦
し
さ
と

、
難
し
さ
を
喜
び
と
し
て
い
き
た
い

。

　
今
後
の
宣
伝
活
動
に
協
力
お
願
い
し
ま
す

。

三河島駅から
見た真土道場

徒歩３分の校門

８．２５の練習
見学者と共に!!

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

（
第
二
四
半
期

）

荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

（
三
時
間

）
５
月
２
２
日

荒
川
区
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

第
一
武
道
場

（
二
日
間
に
わ
た
り
十
二
時
間

）
８
月
５
～

６
日

　
連
盟
所
属
師
範
十
一
名
全
員
参
加
に
よ
り
実
施

護
身
武
道
武
道
研
究
会

（
第
二
四
半
期

）

　
簡
単
護
身
術
・
科
目
に
入
れ
る

。
初
段
審
査
項
目
に
三
種
類

の
技
を
入
れ
今
後
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
た

。

【
審
査
委
員
長

に
よ
り
呈
示
あ
り

。
理
事
会
に
て
承
認
を
得
た

。

】

　
研
修
会
に
お
い
て

よ
り
実
践
的
に

、
徹

底
指
導
を
図
る

。

青
少
年
育
成
相
談
室

（
第
二
四
半
期

）

　
個
別
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め

　
Ｈ
Ｐ
開
設
以
降
相
談
件
数
　
　
　
０
件

まだまだ悩ん
でいる人が
いっぱいいるよ
ね！！



高
段
者
審
査
　
五
段
位
師
範

申
請
者
　
瀧
井
正
師
範
　
大
村
元
治
師
範

審
査
員
　
片
倉
師
範
　
笠
置
師
範

二
日
目
（
八
月
五
日

）
９
：
０
０
～

１
５
：
０
０

笠
置
三
鷹
道
場
生
五
名

、
元
気
に
二
日
目
も

参
加

、
上
野
道
場
生
三
名
も
参
加

。
楽
し
く

厳
し
い
時
間
が
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た

。

　
高
段
者
審
査
も
同
時

に
行
わ
れ

、
今
ま
で
に

な
い
緊
張
感
の
中
午
前

、

昼
食
を
は
さ
ん
で

、
指

導
者
を
替
え
研
修
に
参

加
者
は
励
み
ま
し
た

。

八
月
四
日

（
１
９
：
０
０
～

）

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

宿
舎
　
荒
川
区
三
丁
目
中
央
会
館

荒
川
区
教
育
団
体
会
長
・
横
山
会
長

の
御
厚
意
に
よ
り

、
盛
大
に
行
わ
れ

た

。
非
常
に
美
味
し
い
お
肉
で
し
た

。

　
練
習
終
了
後

、
風
呂

、
道
着
の
洗

濯
を
役
割
を
決
め
順
序
よ
く
行
い
ま

し
た

。

　
　
　
　
　
夏
期
合
宿
開
催

　
　
　
　
　
八
月
四
日
～
五
日

　
　
　
　
　
荒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
第
一
日
目
　
１
２
：
０
０
～

１
７
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
サ
ン
ブ
レ
よ
り
講
師
を
招

、
　
　
　
　
　
　
き
普
段
の
練
習
で
は
体
得
出
来

　
　
　
　
　
　
　
な
い
練
習
を
行
っ
た

。

高
段
者
審
査
　
六
段
位
師
範

申
請
者
　
青
木
解
師
範
　
平
戸
俊
一
師
範

審
査
員
　
斉
藤
師
範
　
長
島
師
範

高
段
者
審
査
　
五
段
位
師
範

申
請
者
　
中
武
寛
師
範
　
及
川
暁
史
師
範

審
査
員
　
片
倉
師
範
　
笠
置
師
範

投
稿
　
大
切
な
こ
と

　 
こ
の
世
に
生
を
受
け

、
誕
生
し
た
我
々

、
多
く
の
人
に
祝
福
を
受
け

、

与
え
て
い
た
の
で
す

。

　
身
近
に
誕
生
す
る
新
生
児
を
見
れ
ば
感
じ
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま

す

。
や
や
も
す
れ
ば

、
今
が
苦
し
い
か
ら

、
辛
い
か
ら

、
楽
し
く
な
い
か

ら
と
い

っ
て
自
暴
自
棄
に
な
り
誕
生
時
の
あ
の
感
動
と
幸
福
感
を
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す

。
父

、
母
は

、
子
供
に
つ
い
て
い
つ
ま
で
経
つ

て
も
同
じ
感
情
で
す

。
多
く
の
親
に
つ
い
て

、
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

。

　
学
校
で

、
社
会
で

、
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
り
合
い
を
持

っ
て
生
き
て

い
る
以
上

、
挫
折

、
絶
望
感
等
を
思
い
感
じ
る
こ
と
は
数
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す

。

「
人
間
の
成
長
は
挑
戦
や
失
敗
か
ら
生
ま
れ
る

」

　
人
は

、
自
分
の
た
め
だ
け
に
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
多
く

の
人
に
見
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す

。
大
切
な
人

、
掛
け
替
え
の
な
い
人
が

不
幸
な
事
態
に
陥

っ
て
い
る
と
き

、
何
か
を
し
た
い

、
し
て
や
り
た
い
気

持
ち
で
一
杯
に
な
る
の
で
は

。
そ
れ
を
で
き
る
の
で
あ
る
な
ら

、
喜
び
と

満
足
感

、
幸
福
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
事
と
思
い
ま
す

。

　
そ
れ
ぞ
れ
は

、
大
切
な
人
な
の
で
す

、
大
切
で
な
い
人
な
ど
い
な
い
の

で
す

。
尊
敬
と
尊
厳
の
あ
る
生
き
方
を
考
え
な
が
ら

、
人
の
役
に
立
て
る

自
分
を
発
見
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

　
日
常
生
活
の
中
で
は

、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ

、
こ
れ
ら
の
事
柄
は
意

識
の
中
か
ら
消
え
去

っ
た
か
に
思

っ
て
し
ま
い
ま
す

。
し
か
し

、
非
日
常

の
時
間
を
一
週
間
に
僅
か
な
時
間
で
も
創
る
こ
と
が
出

来
た
な
ら

、
変
わ

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

　
武
道
を
習
う
こ
と
に
よ
り

、
発
想
の
転
換
が
図
れ

、
良
き

起
爆
剤
に
な
り

、
道
が
開
け
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す

。

　
子
供
達
に
は

、
逞

（
た
く
ま

）
し
く
生
き
る
術

（
す
べ

）

を
会
得
で
き
る
で
し
ょ
う

、
頑
張
れ

、
既
定
の
枠
に
は
ま
る

な

、
愛
し
き
若
木
達
よ

。

　
日
を
浴
び
て

、
無
限
の
可
能
性
を
占
め
て
大
き
く
育

っ
て

欲
し
い

。

　
我
々
は

、
振
り
返

っ
て
み
る
余
裕
が
出
来
た
時

、
自
分
が

何
を
し
て
何
を
残
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
思
う
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う

。
永
い
時
間
を
掛
け
培

っ
て
き
た

、
技

、
思
考
を
多

少
で
も
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
れ
ば

、
こ
の
世
に
生
を
受
け

、
今
日
ま
で
生
き
た

、
最
良
の
贈
り
物
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い

。
私
が
考
え
る

、
勝
利
者
と
は

、
最
後
に
ど
れ
だ
け

自
分
を
体
現
で
き
た
か
だ
と
思
う

。
ま
だ
ま
だ

、
そ
こ
に
憑

（
つ

）
く
ま
で
は
難
し
く

、
険
し
い
道
が
あ
る
だ
ろ
う

。

　
今
を
生
き
る
こ
と
さ
え

、
難
し
い
現
実
の
中

、
日
々
思
考

し
が
ら
大
切
に
過
ご
す
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。

　
仲
間
の
皆
さ
ん

、
感
謝
し

「
人
に
優
し
く

」
を
心
に

、
生

き
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

第
５
６
回
台
東
区
空
手
道
選
手
権
大
会
九
月
二
三
日

　
　
早
い
も
の
で

、
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
て
１
２
年
に

　
　
な
る

。
他
武
道

（
空
手
等

）
に
挑
戦
は

、
当
団
体
が
歩
ん
で
き

　
　
た
歴
史
で
も
あ
る

。
ぬ
る
ま
湯
の
中
で

、
競
い
合

っ
て
も
進
歩

　
　
は
望
め
な
い

。
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
が
誇
り
を
持

っ
て
開
催
し
て
い

る
大
会
で

、
成
果
を
残
す
こ
と
こ
そ
意
義
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か

。

　
成
果
と
は

、
勝
利
す
る
事
で
は
な
い

、
参
加
す
る
事
が
ど
れ
だ
け
の

影
響
力
を
及
ぼ
し
た
か
で
あ
る

。

　
フ
ル
コ
ン
全
盛
の
中

、
寸
止
め
に
も
こ
だ
わ
り

、
明
日
に
繋
ぐ
こ
と

が
大
切
で
あ
る

。
今
回

、
参
戦
さ
れ
る
諸
氏
に
敬
意
を
表
し
ま
す

。

又

、
今
回
参
戦
さ
れ
な
い
諸
氏
に
つ
い
て
は

、
是
非
次
回
は
挑
戦
し
て

み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

瀧
井
五
段
位
師
範

　
連
盟
の
発
展
の
為
尽
力
し
て
い

き
た
い

。
ま
だ
ま
だ
技
術

、
精
神

面

、
体
力
面
に
お
い
て
未
熟
な
の

で

、
尚
一
層
研
鑽
・
努
力
を
図
り

た
い

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

大
村
五
段
位
師
範

　
自
分
の
持

っ
て
い
る
も
の
を

、

今
後

、
道
場
生
に
伝
え
て
い
き
た

い

。
一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
せ

る
よ
う
な
指
導
を
心
掛
け
た
い

。

　
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
！

三鷹道場
斯波達也君
の演武

二人、暑さのため審査
終了後休息。・・伝説を
創る男、審査講評時目
眩転倒した。高段者審
査 の厳しい側面をみ
た、
さすがに回復は早い。
　・・談笑中の二人・

審査対象自由科目
以前に比べ、二回り
痩せた平戸師範、独
特の間合い、鋭い気
合いは他を寄せ付け
ないものがあった。

審査対象器物科目
単独器物法演武
青木師範により行わ
れた。往年の技の切
れがビシビシとひび
いてきた。

上野道場参加者
師範記念写真

高橋さん　差し入れ持参
で、忙しい仕事の合間来
られる。

８月５日午後

笠置師範
による、ト
ンファー
単独器物
法演武

鋭い気合い、気迫あ
ふれる師弟の演武

よく頑張り
ました！！

猿島臨時教室に
おいて、十分な
練習をこなし、高
段者審査に臨む
心構えを随所に
現していた。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

中
武
五
段
位
師
範

　
教
え
る
立
場
と
し
て

、
予
想
さ

れ
る
練
習
科
目
を
想
定
し
て
指
導

で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
必
要
が

あ
る

。
又
怪
我
を
し
な
い

、
さ
せ

な
い
よ
う
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

及
川
五
段
位
師
範

　
社
会
教
育
と
し
て

、
連
盟
の
会

員
を
増
や
し

、
後
世
に
文
化
と
し

て
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

　
今
後

、
常
任
理
事
と
し
の
役
割

を
全
う
し
た
い

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

青
木
六
段
位
師
範

　
少
子
高
齢
化
の
社
会
に
な

っ
て

行
き
ま
す
が

、
継
続
す
る
こ
と
で

心
身
の
衰
え
を
遅
ら
せ

、
健
康
維

持
で
き
る
と
思
い
ま
す

。
障
害
の

あ
る
人
に
も
護
身
武
道
の
道
が
開

け
け
れ
ば
と
考
え
ま
す

。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連

盟
・
・
八
月
五
日
認
可

平
戸
六
段
位
師
範

　
人
間
性
が
問
わ
れ
る
現
代

、
武

道
を
学
び
身
に
付
け
る
こ
と
で
人

と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
や

、
美

し
い
所
作

、
思
い
や
り
や
感
謝
な

ど

、
人
間
の
心
身
の
成
長
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
る

。

昼食タイム

和菓子処　八千代堂
本　 店　合羽橋通り　　　ＴＥＬ(3841)3441
千束店  千束通り入口　 ＴＥＬ(3872)1705

人
を
支
え
る
立
場
と
し
て
我
々
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
記
委
員
長
調
べ

●
不
登
校
ク
ラ
ス
に
一
人
　
中
学
校
過
去
最
高

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査

（
以
下
読
売
新
聞
記
事

）
に
よ
る
と

、
昨

年
度
不
登
校
だ

っ
た
中
学
生
の
割
合
は

、
３
５
人
に
１
人
の
２
．
８
６
％

（
前
年
比
０
．
１
１
ポ
イ
ン
ト
増

）
で
過
去
最
高
で

、
１
学
級
に
１
人
は

不
登
校
の
生
徒
が
い
る
計
算
と
発
表

（
８
月
９
日

）
が
あ
り
ま
し
た

。

　
昨
年
度

（
Ｈ
１
８
度

）
病
気
や
経
済
的
理
由
以
外
で
年
間
３
０
日
以
上

を
欠
席
し
た
不
登
校
の
小

、
中
学
生
は

、
前
年
度
比
約
４
，
５
０
０
人
増

の
計
１
２
万
６
，
７
６
４
人
で

、
５
年
ぶ
り
に
増
加
し
た

。

　
特
に
中
学
生
は
前
年
度
よ
り
３
，
４
０
０
人
増
え
て

、
１
０
万
２
，
９

４
０
人
と
な
り

、
不
登
校
の
生
徒
が
占
め
る
割
合
も

、
１
０
年
前
の
６
０

人
に
１
人
か
ら
大
き
く
増
加
し
て
き
た

。

　
小
学
生

、
中
学
生
が
不
登
校
に
成

っ
た
き

っ
か
け

　
　
一
位
　

「
無
気
力
・
非
行

」
４
万
６
，
３
２
０
人

　
　
二
位
　

「
い
じ
め

」
　
　
　
　
　
４
，
６
８
８
人

（
小
学
７
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

、
中
学
３
，
９
２
９
人

）

　
不
登
校
が
増
え
た
理
由
に
つ
い
て

（
同
省
が
全
国
自
治
体
に
分
析
さ

　
　
せ
た
も
の

）

　
・
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
く
ら
い
な
ら
学
校
に
い
か
な
く
て
も
い
い

　
　
と
考
え
る
保
護
者
が
増
え
た

。

　
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
い
じ
め
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

　
　
め
の
選
択
肢
と
し
て

、
不
登
校
を
進
め
る
よ
う
に
な

っ
た

。


